
46

本
巻
を
編
集
す
る
に
あ
た
り
、

『
校
注
出
雲
国
風
土
記
』
を
片
手

に
、
す
べ
て
の
山
、
川
、
海
な
ど
を

見
て
歩
き
ま
し
た
。『
出
雲
国
風
土

記
』
は
、
奈
良
時
代
の
各
郡
の
役
人

が
地
勢
や
産
物
を
記
し
た
、
言
う
な

れ
ば
地
誌
で
す
。
私
た
ち
が
今
、
一

二
〇
〇
年
以
上
前
に
書
か
れ
た
地

誌
と
現
代
の
風
景
を
重
ね
て
見
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、
実
は

限
り
な
い
幸
運
の
た
ま
も
の
だ
と
い

う
こ
と
を
、
今
回
あ
ら
た
め
て
実
感

し
ま
し
た
。

第
一
の
幸
運
は
、『
出
雲
国
風
土

記
』
が
、
写
本
な
が
ら
完
全
な
形
で

現
存
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
風
土
記

が
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
の
は
出

雲
の
み
で
、
部
分
的
に
残
っ
て
い
る

国
も
わ
ず
か
四
つ
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
一
二
〇
〇
年
前
の
景
色
を
、
時

を
越
え
て
今
に
再
現
で
き
る
の
は
、

島
根
県
だ
け
な
の
で
す
。

第
二
は
、
風
景
が
古
代
か
ら
変

わ
ら
ず
今
に
残
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
何
の
変
哲
も
な
く
見
え
る
山
や

川
で
も
、『
出
雲
国
風
土
記
』
を
通

じ
て
見
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が

め
ぐ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
山
ひ
と
つ

と
っ
て
も
、「
三
方
礒い
そ

（
岩
）
な
り
」

と
あ
れ
ば
、
実
際
に
岩
が
そ
び
え
立

っ
て
い
る
の
が
見
え
、「
や
っ
ぱ
り
こ

の
山
に
違
い
な
い
」
と
確
信
す
る
。

目
の
前
に
あ
る
同
じ
岩
を
、
古
代
の

人
が
特
別
の
想
い
を
持
っ
て
見
た

の
だ
と
考
え
る
だ
け
で
、
胸
が
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
都
会
な

ら
、
開
発
で
消
え
た
山
や
川
も
多

く
、
高
層
建
築
で
ま
わ
り
の
景
色
が

ほ
と
ん
ど
見
え
な
く
な
っ
て
い
た
で

し
ょ
う
。

三
つ
め
の
幸
運
は
、
地
名
が
非
常

に
よ
く
残
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。『
出

雲
国
風
土
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
山

や
川
、
集
落
な
ど
が
、
現
代
の
ど
こ

に
あ
た
る
の
か
を
考
え
る
う
え
で
、

記
さ
れ
た
方
位
や
距
離
と
と
も
に
地

名
は
大
き
な
ヒ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

島
根
県
で
は
、『
出
雲
国
風
土
記
』

に
記
さ
れ
た
地
名
が
、
そ
の
ま
ま
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
地
名
も
「
隠
れ
た
文
化
財
」

で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
思
い

知
ら
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
い
く
つ
も

の
幸
運
が
重
な
っ
て
、『
出
雲
国
風

土
記
』
は
現
代
に
い
き
い
き
と
よ
み

が
え
る
の
で
す
。

『
出
雲
国
風
土
記
』
を
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
島
根
の
自
然
や
風
物
を
見

直
す
と
、
一
二
〇
〇
年
の
年
月
を

越
え
て
残
る
風
景
に
は
、
そ
れ
が
持

つ
本
来
的
な
美
し
さ
以
上
に
、
歴
史

の
重
み
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
す
。

自
然
や
歴
史
的
風
土
が
あ
っ
て
は

じ
め
て
現
在
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い

た
と
き
、
何
の
変
哲
も
な
い
景
色

が
、
新
た
な
感
動
を
持
っ
た
別
の
も

の
と
な
っ
て
見
え
て
く
る
の
で
す
。

そ
ん
な
思
い
を
、
こ
の
巻
を
読
ん
だ

み
な
さ
ん
に
も
感
じ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

『
出
雲
国
風
土
記
』と
現
在
の
風
景

奈
良
時
代
に
編
纂

へ
ん
さ
ん

さ
れ
た
『
出
雲
国
風

土
記
』
の
原
本
は
現
在
で
は
失
わ
れ
、
今

は
「
写
本
」
と
い
う
形
で
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。『
出
雲
国
風
土
記
』
の
写
本
は
、
全

国
各
地
に
約
一
〇
〇
点
あ
ま
り
が
分
散

さ
れ
て
残
っ
て
お
り
、
島
根
県
内
に
現
存

し
て
い
る
の
は
そ
の
う
ち
二
六
点
で
す
。

『
出
雲
国
風
土
記
』
の
写
本
に
は
大
き
く

分
け
て
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
系
統
が
あ

り
ま
す
。

一
つ
は『
出
雲
国
風
土
記
』
本
文
の
写

本
で
す
。
そ
れ
ら
の
う
ち
で
現
在
最
も
古

い
も
の
は
、
慶
長

け
い
ち
ょ
う

二
年
（
一
五
九
七
）
の

熊
本
県
に
あ
る
永
青

え
い
せ
い

文
庫
所
蔵
の
写
本

で
す
。
島
根
県
で
最
古
の
も
の
は
、
江
戸

時
代
の
寛
永

か
ん
え
い

十
一
年
（
一
六
三
四
）
に

尾
張

お
わ
り

（
現
在
の
愛
知
県
）
藩
主
・
徳
川

と
く
が
わ

義
直

よ
し
な
お

が
日
御
碕

ひ
の
み
さ
き

神
社
に
寄
進
し
た
も
の

で
す
。

二
つ
め
は『
出
雲
国
風
土
記
』
の
代
表

的
な
、
そ
し
て
現
存
最
古
の
注
釈
書
で
あ

る
岸
崎
時
照

き
し
ざ
き
と
き
て
る

著
『
出
雲
風
土
記
抄

し
ょ
う

』
の
諸

写
本
で
す
。
著
者
で
あ
る
松
江
藩
士
・
岸

崎
時
照
が
、
い
ろ
い
ろ
な
役
職
を
歴
任
し

出
雲
国
内
を
め
ぐ
っ
た
中
で
、
天
和

て
ん
な

三
年

（
一
六
八
三
）
に
著
し
た
も
の
で
、
本
文
を

引
用
し
た
の
ち
、
解
説
を
加
え
て
い
ま
す
。

地
理
的
な
説
明
に
信
頼
性
が
高
い

も
の
で
す
。

三
つ
め
は
、
内
山
真
龍

う
ち
や
ま
ま
た
つ

著
『
出
雲

風
土
記
解か

い

』
の
諸
写
本
で
す
。
こ
れ

は
、
遠
江

と
お
と
お
み

国
（
現
在
の
静
岡
県
）
の
国

学
者
で
あ
っ
た
内
山
真
龍
が
、
天
明

て
ん
め
い

六
年

（
一
七
八
六
）
に
出
雲
を
訪
ね
、
各
地
を

視
察
し
、
翌
年
に
著
し
た
も
の
で
す
。
多

く
の
写
本
を
比
較
研
究
し
、
最
初
の
国
学

的
解
釈
を
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
の
写
本

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

今
の
よ
う
に
「
コ
ピ
ー
機
」
の
な
い
時

代
で
す
か
ら
、
写
本
は
も
ち
ろ
ん
、
す
べ

て
手
書
き
で
写
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
元

の
本
と
写
本
と
の
間
に
、
書
き
写
し
時
に

細
か
な
違
い
が
い
ろ
い
ろ
と
生
じ
ま
す
。

そ
こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
写
本
の
間
の
違
い

を
見
比
べ
、『
出
雲
国
風
土
記
』
の
原
文

の
姿
に
近
づ
け
て
い
く
研
究
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
本
巻
も
、
こ
う
し
た
研
究
の
う

え
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

『
出
雲
国
風
土
記
』の
写
本
に
つ
い
て

＊
も
っ
と
知
り
た
い
人
の
た
め
に

（
１
）
テ
キ
ス
ト

・
加
藤
義
成
『
校
注
出
雲
国
風
土
記
』
今
井
書
店
　
一
九
七
五

・
秋
本
吉
郎
「
風
土
記
」『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
岩
波
書
店
　
一
九
五
八

・
久
松
潜
一
「
風
土
記
」『
日
本
古
典
全
書
』
朝
日
新
聞
社
　
一
九
五
九
・
六
〇

・
吉
野
　
裕
『
風
土
記
』（
東
洋
文
庫
）
平
凡
社
一
九
六
九

・
小
島
瓔
礼
『
風
土
記
』（
角
川
文
庫
）
角
川
書
店
一
九
七
〇

（
２
）
一
般
書

・
田
川
美
穂
『
神
々
の
く
に
、
そ
の
く
に
び
と
』
中
国
新
聞
社
　
一
九
九
二

・
川
島
芙
美
子
『
こ
ど
も
出
雲
国
風
土
記
』
山
陰
中
央
新
報
社
　
一
九
九
四

・
ザ
・
出
雲
研
究
会
編
『
フ
シ
ギ
発
見
の
旅
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
出
雲
国
風
土
記
』
一
九
九
五

（
３
）
解
説
書
・
研
究
書

・
平
泉
澄
監
修
『
出
雲
国
風
土
記
の
研
究
』
出
雲
大
社
　
一
九
五
三

（
皇
學
館
大
學
出
版
部
一
九
七
四
）

・
加
藤
義
成
『
修
訂
出
雲
国
風
土
記
参
究
』
今
井
書
店
一
九
八
一

・
加
藤
義
成
『
風
土
記
時
代
の
出
雲
』
今
井
書
店
（
一
九
六
二
）
一
九
八
一

・
秋
本
吉
郎
『
風
土
記
の
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
一
九
六
三

・
水
野
　
祐
『
出
雲
国
風
土
記
論
攷
』
早
稲
田
大
学
古
代
史
研
究
会
刊

一
九
六

五

・
水
野
　
祐
『
古
代
の
出
雲
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
七
二

・
佐
藤
四
信
『
出
雲
風
土
記
の
神
話
』
笠
間
書
院
　
一
九
七
四

・
上
田
正
昭
編
『
風
土
記
』
社
会
思
想
社
　
一
九
七
五

・
門
脇
禎
二
『
出
雲
の
古
代
史
』
日
本
放
送
協
会
出
版
　
一
九
七
六

・
加
藤
義
成
『
風
土
記
に
み
る
古
代
出
雲
び
と
』
山
陰
中
央
新
報
社
　
一
九
八

四

・
関
　
和
彦
『
風
土
記
と
古
代
社
会
』
塙
書
房
　
一
九
八
四

・
石
塚
尊
俊
『
古
代
出
雲
の
研
究
』
佼
成
出
版
社
　
一
九
八
六

・
『
田
中
卓
著
作
集
８
　
出
雲
国
風
土
記
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
一
九
八
八

・
瀧
音
能
之
『
風
土
記
説
話
の
古
代
史
』
桜
楓
社
一
九
九
二

・
上
田
正
昭
編
『
古
代
を
考
え
る
　
出
雲
』
吉
川
弘
文
館
一
九
九
三

・
関
　
和
彦
『
日
本
古
代
社
会
生
活
史
の
研
究
』
校
倉
書
房
一
九
九
四

・
瀧
音
能
之
『
王
・
民
・
神
々
』
名
著
出
版
　
一
九
九
四

・
瀧
音
能
之
『
出
雲
国
風
土
記
と
古
代
日
本
』
雄
山
閣
一
九
九
四

・
山
本
清
編
『
風
土
記
の
考
古
学
３
　
出
雲
国
風
土
記
の
巻
』
同
成
社
　
一
九
九
五

・
朝
山
　
晧
『
出
雲
国
風
土
記
水
産
攷
』

・
島
根
県
環
境
保
全
課
『
宍
道
湖
・
中
海
　
そ
の
環
境
と
生
物
』

一
九
九
○

・
島
根
県
教
育
委
員
会
『
ふ
る
さ
と
島
根
の
環
境
―
中
学
校
用
―
』

一
九

九
五

・
松
江
市
土
木
建
築
事
務
所
　
川
の
歴
史
研
究
会
編

『
川
の
歴
史
台
帳
』
島
根
県
文
化
財
愛
護
協
会
　
一
九
九
三

・
松
江
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
松
江
ア
ル
ペ
ン
ク
ラ
ブ
・
出
雲
山
の
会
編

『
出
雲
の
山
々
』

一
九
九
四

用
語
の
手
引
き

●
国
司
（
こ
く
し
）

奈
良
・
平
安
時
代
、
中
央
の
貴
族

が
、
数
年
の
任
期
で
各
国
に
派
遣
さ

れ
、
地
方
の
政
治
を
と
っ
た
。

●
国
庁
（
こ
く
ち
ょ
う
）

国
司
が
政
治
を
行
う
役
所
。
現
在

の
県
庁
に
あ
た
る
。

●
郡
司
（
ぐ
ん
じ
）

国
司
の
下
で
、
多
く
は
大
化
改
新

以
前
に
国
造
で
あ
っ
た
豪
族
の
中
か

ら
任
命
さ
れ
て
、
政
治
を
行
っ
た
。

●
郡
家
（
ぐ
う
け
）

郡
司
が
政
治
を
行
う
役
所
。
現
在

の
市
役
所
・
町
村
役
場
な
ど
に
あ
た

る
。
●
駅
家
（
う
ま
や
）

風
土
記
の
時
代
、
都
と
地
方
を
結

ぶ
道
に
三
〇
里
ご
と
に
置
か
れ
、
役

人
が
乗
り
継
ぐ
た
め
の
馬
や
食
料
を

提
供
し
た
。
都
と
地
方
を
公
用
で
往

来
す
る
役
人
が
使
用
で
き
た
。

●
軍
団
（
ぐ
ん
だ
ん
）

農
民
の
兵
士
を
訓
練
し
て
非
常
時

の
防
衛
に
備
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
烽
（
と
ぶ
ひ
）

非
常
の
時
に
の
ろ
し
を
あ
げ
て
急

を
伝
え
る
施
設
で
、
出
雲
国
に
は
五

つ
あ
っ
た
。

●
加
藤
義
成
（
か
と
う
よ
し
な
り
）

一
九
〇
五
〜
一
九
八
三
。
大
原
郡

加
茂
町
出
身
。『
出
雲
国
風
土
記
』

を
国
語
学
的
に
研
究
し
た
。
著
書
に

『
修
訂
出
雲
国
風
土
記
参
究
』『
校
注

出
雲
国
風
土
記
』『
校
本
出
雲
国
風

土
記
』
な
ど
。

左より日御碕神社本･吉岡
氏本･郷原氏本･吉岡氏本
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